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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　

３
月
９
日
、
大
須
賀
津
地
区

の
老
人
会
「
大
須
賀
津
神
明
ク

ラ
ブ
」
主
催
に
よ
る
講
演
会
、

「
筑
波
実
験
植
物
園
の
植
物
及

び
茨
城
県
の
植
物
に
つ
い
て
」

が
、
大
須
賀
津
農
村
集
落
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
県
の
環
境
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活
用
し
て
お

招
き
し
た
國
府
方
吾
郎
氏
（
筑

波
実
験
植
物
園
植
物
研
究
部
研

究
主
幹
）が
、
身
近
な
植
物
観
察

ス
ポ
ッ
ト
や
筑
波
実
験
植
物
園

を
紹
介
。
県
南
や
阿
見
町
付
近

に
の
み
見
ら
れ
る
植
物
の
特
徴

等
も
紹
介
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た

約
３０
名
の
皆
さ
ん
は
興
味
深
そ

う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
植
物
観
察
会
も
検
討

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
講
演

を
き
っ
か
け
に
学
び
の
場
は
広

が
っ
て
行
く
よ
う
で
す
。

Ｇ
Ⅰ
プ
レ
ー
ト
贈
呈
式

　
　

＆
新
人
ジ
ョ
ッ
キ
ー
鞭
贈
呈
式

Ｇ
Ⅰ
プ
レ
ー
ト
贈
呈
式

　
　

＆
新
人
ジ
ョ
ッ
キ
ー
鞭
贈
呈
式

　２月１７日、「平成２７年度県民健康づくり表彰式」
が茨城県庁で行われ、「健康づくり推進事業功労者
表彰」において小田川トシ子さん（郷中）が茨城県
から表彰され、感謝状が贈呈されました。
　小田川さんは村食生活改善推進員として健康料
理教室等の食育推進活動を積極的に行い、長年に
わたって村民の健康づくりに貢献されてきたこと
が評価されました。これまでのご尽力に感謝する
とともに、今後ともよろしくお願いいたします。

　

２
月
２４
日
、
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
セ
ン
タ
ー
広
報
会
館
に
お
い

て
、
昨
年
Ｇ
Ⅰ
を
制
し
た
厩
舎
へ

の
「
Ｇ
Ⅰ
プ
レ
ー
ト
贈
呈
式
」
と

新
人
騎
手
へ
の
「
鞭
贈
呈
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
ト
贈
呈
式
で
は
、
平
成

２７
年
に
優
勝
を
飾
っ
た
Ｇ
Ⅰ
レ
ー

ス
名
と
優
勝
馬
等
が
記
さ
れ
た
記

念
プ
レ
ー
ト
が
、
朝
井
洋
場
長
か

ら
調
教
師
等
の
厩
舎
関
係
者
に
そ

れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
新
人
騎
手
鞭
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、
菊
沢
一
樹
騎
手
（
菊
沢

隆
徳
厩
舎
所
属
）、
木
幡
巧
也
騎
手

（
牧
光
二
厩
舎
所
属
）、
藤
田
菜
七

子
騎
手（
根
本
康
広
厩
舎
所
属
）の

３
名
が
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
所
属
と
し
て
騎
手
人
生
の

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　前任の小泉嘉忠さんの退任を受け、３月１日付
で小泉幾代さんが下舟子地区の民生委員に就任さ
れました。民生委員は、担当する区域において住
民の生活上の様々な相談に応じ、行政をはじめ適
切な支援やサービスへの「つなぎ役」としての役
割を果たすとともに、高齢者や障がい者世帯の見
守りや安否確認等にも重要な役割を果たしていま
す（全国民生委員児童委員連合会ホームページよ
り）。小泉さん、よろしくお願いします。

植
物
に
関
す
る

　
　

講
演
会
開
催

植
物
に
関
す
る

　
　

講
演
会
開
催

健康づくりに貢献
　　　　　県から感謝状贈呈
健康づくりに貢献
　　　　　県から感謝状贈呈

下舟子地区の民生委員に
　　　　小泉幾代氏が就任
下舟子地区の民生委員に
　　　　小泉幾代氏が就任

平成２８年度・平成２９年度の保険料率等

個人ごとの保険料の決め方

平成２８年度・平成２９年度の保険料の軽減について

後期高齢者
医療制度
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国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　

様
々
な
割
引
制
度

国民健康保険入
院
し
た
時
の
食
事
代

紹
介
状
な
し
で

　

大
病
院
を
受
診
す
る
と
き

国民健康保険

国民年金

中小病院
・診療所

大病院

一部負担金

保険給付

（例）

＋

定額
負担
あり

定額
負担
なし

　２月２８日美浦中学校において、平成２７年度美浦村
防災訓練が行われました。これまでは村内の小学校
区ごとに訓練を行ってきましたが、４回目となる今
年は村内全域の居住者を対象としました。
　訓練は、震度５弱の地震発生を想定して午前７時
に村長をトップとした警戒本部を立ち上げ、午前７
時３０分には震度６弱の地震発生を想定して災害対策
本部に移行し、あらかじめ規定されている役場職員
の配備体制に基づき、各班ごとの役割に沿って避難
所・給水所の開設や村内の被害状況確認等を行い、
各地区の消防団も住民に呼びかける情報伝達訓練を
行いました。
　午前９時からは、来場された住民の皆さんを対象
に心肺蘇生法やＡＥＤを使った応急処置訓練、水消
火器や布を使った初期消火訓練、起震車による地震
体験、消防車・はしご車・警察車両の乗車体験等が
行われた後、来場者へ炊き出しで作った温かい豚汁
が振る舞われました。
　午前１０時３０分頃からは、いなほ消防署・稲敷警察
署・美浦村消防団により、車両や倒壊家屋からの人
命救助・倒壊家屋の火災消化活動が実演され、確実
に伝達される指示のもと、迅速にチームで行動する
隊員たちから伝わってくる緊張感に、いつしか来場
者も真剣な眼差しでそれを見守り、実演が終了した
際には大きな拍手を送っていました。
 かけがえのない生命・財産を災害から守る防災対
策は、おろそかにできない重要な施策の一つです。
有事の際には、人々がお互いに協力して防災活動に
取り組むことが、被害の軽減につながります。

平成２７年度美浦村防災訓練を実施しました！平成２７年度美浦村防災訓練を実施しました！

□お問合わせ
美浦村商工会青年部☎８８５－２２５０

・４月３日　あみさくらまつり

・４月１０日　木原城山まつり

・４月１４日　平成２８年度通常総会

・４月２３日　成田市AirPort Market -空市-

・４月２８日　県南協平成２８年度通常総会

・５月１１日　県青連平成２８年度通常総会

《４月・５月の活動予定》

　

３
月
１２
日
、

土
浦
市
・
稲

敷
市
・
阿
見

町
・
美
浦
村

の
４
市
町
村

で
構
成
す
る
霞
ケ
浦
南
岸
地
域

活
性
化
推
進
委
員
会
は
、
宝
く

じ
か
ら
助
成
を
受
け
て
策
定
す

る
「
霞
ヶ
浦
南
岸
地
域
活
性
化

観
光
計
画
」
の
た
め
に
、「
東
京

駅
発
霞
ケ
浦
南
岸
地
域
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
は
首
都
圏
近
郊
に
居

住
す
る
方
を
対
象
と
し
、
予
科

練
平
和
記
念
館（
阿
見
町
）
、
霞

ヶ
浦
遊
覧（
土
浦
市
）
、
Ｊ
Ｒ
Ａ

美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ

ー（
美
浦
村
）、
大
杉
神
社（
稲
敷

市
）
等
を
巡
り
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
３７
名
の
方
は
霞
ヶ
浦
南

岸
地
域
の
魅
力
に
触
れ
、
行
程

を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

美浦村商工会青年部だより美浦村商工会青年部だより

宝
く
じ
助
成
金
で

　

観
光
計
画
策
定

宝
く
じ
助
成
金
で

　

観
光
計
画
策
定
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